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2 0 2 2 年 1 2 月 2 2 日 

 N I T E （ ナ イ ト ） 

独立行政法人製品評価技術基盤機構 
法 人 番 号  9 0 1 1 0 0 5 0 0 1 1 2 3 

 

 

「除雪機の死亡事故」７割が誤使用・不注意 

～“安全機能ＯＮとエンジンＯＦＦ”が生死の分かれ目～ 

独立行政法人製品評価技術基盤機構（NITE（ナイト））は、降雪量がピークとなる 1 月を前に「除

雪機の事故」を防ぐための注意喚起を行います。 

除雪機の事故は毎年発生しており、2012年度から 2021年度※1の 10年間に NITEに通知された製品事

故情報※2では、除雪機によりけがを負った事故は 36 件あり、死亡事故は 25 件（大人が使用し、こど

もが巻き込まれた事故を含む）でした。また、死亡事故のうち 18件（約 7割）で、安全機能を無効化

する誤った使用方法や、足を滑らせて転倒するなど、使用者による誤使用や不注意による事故が発生

しています。今年の冬は日本海側を中心に降雪量が平均並みか多いと予想されており、除雪機を使用

する機会が増えるため、より一層の注意が必要です。 

除雪機は、安全機能を無効化しない、状況に応じてエンジンを切るといった、取扱上の注意を守っ

て使用しましょう。 

 

 

 

■除雪機の気を付けるポイント 

○デッドマンクラッチ機構などの安全機能を無効化しない。 

○後進する際には、転倒したり、挟まれたりしないよう、周囲の壁や障害物に十分注意する。 

○人が近づいたときは除雪作業を止める。 

○その場を離れる時は必ずエンジンを切る。 

○雪詰まりを取り除く際は必ずエンジンを切り、エンジンや回転部の停止を確認してから行う。また、

直接手で行わず、必ず備え付けの雪かき棒を使用する。 

（※1）2012年4月1日～2022年3月31日の事故を対象とします。 

（※2）消費生活用製品安全法に基づき報告された重大製品事故に加え、事故情報収集制度により収集された非重大製品事故

やヒヤリハット情報（被害なし）を含みます。  

誤った使用で除雪機の下敷きになった事故（再現映像） 

 安全とあなたの未来を支えます 

News Release 
 

除雪機安全協議会 
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除雪機の構造と各部名称 

 
 

デッドマンクラッチ機構（安全機能） 

使用者が操作ハンドル（クラッチレバー）から手を

離すと、自動的に回転部及び走行が停止する安全機

能。使用者の手を離れて作動することを防ぐもの。 

 
※除雪機安全協議会では、2004 年 4月から協議会加盟メーカ

ーの除雪機（歩行型）においてデッドマンクラッチ機構を標

準装備としています。さらに、車両重量 350kg以上の歩行型

ロータリ除雪機において、デッドマンクラッチ機構以外の安

全装置の多角化のため、①挟圧防止（「挟まれ」対策）、②後

進時非常停止（「ひかれ」対策）、③後進時急発進防止（「ひかれ」及び「挟まれ」対策）、④後進速度制限（「ひか

れ」及び「挟まれ」対策）に関する装置を備えることを要件化した SSS規格を 2021年 6月に改定しました。2023

年度生産分から適用されます。 

 

その他安全機能（製品によっては以下のような安全機能が備わっています） 

緊急停止クリップ： 

使用者が装着しておくことで、使用者の体が除雪機から離れるとコー

ドが除雪機から外れてエンジンが停止し、回転部及び走行が停止する

安全機能。使用者が転倒した際や除雪機から離れた状態で作動するこ

とを防ぐもの。 

 

緊急停止バー： 

壁等で人が挟まれそうになった際にバーが押されるとクラッチが切れ、

機械が停止する安全機能。ハンドル付近に設置される上部緊急停止バ

ーと、足下付近に設置される下部緊急停止バーがある。 

 

緊急停止ボタン： 

ボタンを押すと機械が停止する安全機能。 
 

 

 

 

※イラストは、除雪機安全協議会のチラシから引用。 

http://www.jfmma.or.jp/data/jyoankyo-leaflet-2022.pdf 

オーガ：回転部にある雪を直接

砕いて集めるらせん状の刃部分 

ブロワ：集めた雪

を放出する動力部 

雪のかき込み 

雪の吹き飛ばし 

シュータ：ブロワで放出した雪

の方向を決める部分 

http://www.jfmma.or.jp/data/jyoankyo-leaflet-2022.pdf
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１． 事故発生状況 
NITEに通知された製品事故情報のうち、2012年度から 2021年度に発生した、除雪機により

けがを負った事故 36件について、発生状況を示します。 

 

1-1. 年度ごとの事故発生件数 

図 1に「年度ごとの事故発生件数」を示します。除雪機の事故は毎年発生しています。全国

的に降雪量が少なかった 2019 年度の事故は 1 件、各地で大雪となった 2020 年度は 12 件、降

雪量が平年並みか多い地域があった 2021 年度は 3 件と、降雪量が増えて使用機会が増えると

事故件数も増加する傾向がみられます。また、2021年度は 3件とも死亡事故となっており、死

亡事故の発生が続いています。 

 
図 1：年度ごとの事故発生件数 

 

1-2. 事故事象別の事故発生件数 

表 1にけがを負った事故 36件について、「事故事象別の事故発生件数」を示します。 

 

表 1：事故事象別の事故発生件数 

 死亡 重傷 軽傷 総計 

除雪機の下敷きになった事故 16     16 

オーガに巻き込まれた事故 6 1   7 

後ろの壁と除雪機の間に挟まれた事故 3   1 4 

詰まった雪を取り除こうとした際の事故   8   8 

整備時に回転部で手を挟み込んだ事故   1   1 

総計 25 10 1 36 

 

1-3. 安全機能の使用状況 

けがを負った事故 36 件のうち、安全機能を無効化したり、使用していなかったりした事故

は 15件ありました。 

 

1-4. 原因区分別の事故発生件数 

けがを負った事故 36 件の原因区分別の事故発生件数を示します。調査中を除くと、約 9 割

が使用者の誤使用や不注意による事故となっています。 

 

表 2: 原因区分別の事故発生件数（（）内はうち死亡事故件数） 

原因区分 事故発生件数 

誤使用や不注意による事故 29 (18) 

原因が特定できない事故 3 (3) 

調査中 4(4) 

総計 36 (25) 
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２．事故事例 
 

除雪機の下敷きになった事故 

事故発生年月 2021年 1月（広島県、80歳代・男性、死亡） 

【事故の内容】 

使用中の除雪機の下敷きになり、病院に搬送後、死亡が確認された。 

【事故の原因】 

使用者がデッドマンクラッチ機構を無効化しており、その状態で除雪機を後進中に転倒した

ため、除雪機が使用者に乗り上げて下敷きとなったものと考えられる。 

【SAFE-Lite検索キーワード】 

除雪機、下敷き、デッドマンクラッチ 

 

エンジンを掛けたまま置かれていた除雪機に巻き込まれた事故 

事故発生年月 2021年 1月（新潟県、9歳・男児、死亡） 

【事故の内容】 

除雪機を使用中、こどもが回転部（オーガ）に巻き込まれ、病院に搬送後、死亡が確認され

た。 

【事故の原因】 

除雪作業の途中、使用者が除雪機のエンジンを切らずにオーガが回転したままその場を離れ

たため、周囲で遊んでいたこどもがオーガに接触したものと考えられる。  

【SAFE-Lite検索キーワード】 

除雪機、エンジン、オーガ 

 

 

オーガに巻き込まれた事故 

事故発生年月 2021年 2月（山形県、70歳代・男性、死亡） 

【事故の内容】 

除雪機のオーガに巻き込まれた状態で発見さ

れ、病院に搬送後、死亡した。 

【事故の原因】 

使用者が緊急停止クリップを装着しない状態

で、除雪機のエンジンを掛けたまま回転している

オーガに近づいたため、誤ってオーガに下半身を

巻き込まれたものと考えられる。 

【SAFE-Lite検索キーワード】 

除雪機、オーガ、非常停止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オーガに巻き込まれた事故（再現映像） 

https://safe-lite.nite.go.jp/
https://safe-lite.nite.go.jp/
https://safe-lite.nite.go.jp/
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除雪機の気を付けるポイント  

○後進する際には、転倒したり、挟まれたりしないよう、周囲の状況に十分注意する。 

雪上での作業は、足元が非常に滑りやすいため、より一層の注意が必要です。転倒しない

ように十分に注意してください。特に、後方へ移動する際は障害物がないかどうか確認して

ください。障害物があると、転倒して除雪機にひかれたり、障害物に挟まれたりするおそれ

があります。 

 
 

○周囲に人がいない状況で作業する。 

除雪作業をする場所の安全を確保し、周囲に人がいないことを確認してください。特にこ

どもを近づけないよう、気を付けてください。雪を飛ばす先にも人がいないことを必ず確認

してください。 

 

○その場を離れるときは、エンジンを切る。 

除雪機のエンジンを掛けたままその場を離れると、こどものいたずらなど、思わぬ事故に

つながるおそれがあります。一時的にその場を離れるときでも、必ずエンジンを切ってくだ

さい。 

 

除雪機の気を付けるポイント  

○デッドマンクラッチ機構などの安全機能を無効化しない。 

安全機能を無効化することで、使用者が転倒などした際に除雪機が停止せず、除雪機にひ

かれたり、巻き込まれたりするおそれがあります。デッドマンクラッチ機構のクラッチレバ

ーを固定して無効化したり、緊急停止クリップを装着しない状態で使用したりすることは非

常に危険なため、絶対にしない

でください。 

また、2004年 4月以前に発売

された古い除雪機には、デッド

マンクラッチ機構などの安全機

能が装備されていない機種があ

ります。これらの機種について

はより一層の注意を払って使用

する必要があります。緊急停止

バー、緊急停止ボタンなどの安

全機能がついているものを使用

するとより安全です。 
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詰まった雪を取り除こうとしてけがを負った事故 

事故発生年月 2021年 1月（北海道、20歳代・男性、重傷） 

【事故の内容】 

除雪機の排雪口（ブロワ）に詰まった雪を取り除こうとしたところ、右手指を負傷した。 

【事故の原因】 

使用者が除雪機のブロワに詰まった雪をブロワ内部の回転部が停止しないうちに、付属の雪

かき棒を使用せずに直接手で除去したため、回転部に触れ、事故に至ったものと考えられる。 

【SAFE-Lite検索キーワード】 

除雪機、雪かき棒 

 

除雪機の気を付けるポイント  

○雪詰まりを取り除く際は、エンジン及び回転部の

停止を確認し、雪かき棒を使用する。 

エンジンを掛けたまま、シュータ部やオーガに手

を近づけないようにしましょう。エンジンを掛けた

まま雪を取り除く作業を行うと、手を負傷するおそ

れがあります。雪が詰まった場合は、直接手で行わ

ず、必ず備え付けの雪かき棒を使用して取り除いて

ください。 

 

  

事故品・事例を確認  

一般消費者用検索ツール「SAFE-Lite」のご紹介 

NITEはホームページで製品事故に特化したウェブ検索ツール「SAFE-Lite（セーフ・ライト）」

のサービスを行っております。製品の利用者が慣れ親しんだ名称で製品名を入力すると、その名

称（製品）に関連する事故の情報が表示されます。 

 

https://www.nite.go.jp/jiko/jikojohou/safe-lite.html 

 

 
お問い合わせ先 

 

独立行政法人製品評価技術基盤機構 製品安全センター 所長 古田 英雄 

担当者 製品安全広報課  山﨑 卓矢、岡田 有毅 

Mail  : ps@nite.go.jp 

Tel   : 06-6612-2066 

https://safe-lite.nite.go.jp/
https://www.nite.go.jp/jiko/jikojohou/safe-lite.html


     

（別紙 1） 

 

参考情報 

 

 

出典：除雪機安全協議会「歩行型除雪機の安全啓発チラシ」 

http://www.jfmma.or.jp/data/jyoankyo-leaflet-2022.pdf 

 

http://www.jfmma.or.jp/data/jyoankyo-leaflet-2022.pdf


     

（別紙 2） 

豪雪地帯の高齢化について 

 

国土交通省の公表資料「豪雪地帯及び特別豪雪地帯の指定地域（詳細）」によると、北海道、

青森県、岩手県、秋田県、山形県、新潟県、富山県、石川県、福井県、鳥取県の 10道県では

全域が豪雪地帯※3に指定されています。豪雪地帯の中でも県内の全市区町村の半数以上が特別

豪雪地帯※4に指定されている秋田県、山形県、新潟県は高齢化率がいずれも高く、高齢者の方

が除雪作業に従事されていることがうかがえます。 
（※3）積雪が特にはなはだしいため、産業の発展が停滞的で、かつ、住民の生活水準の向上が阻害されている地域。 

（※4）豪雪地帯のうち、積雪の度が特に高く、かつ、積雪により長期間自動車の交通が途絶する等により住民の生活に著しい 

支障を生ずる地域。 

 

 NITEの事故情報における被害者の年齢及び被害状況を以下に示します。 

 被害者の多くが高齢者であることがわかります。 

図 2 被害者年代ごとの被害状況別事故発生件数 

 
出典：国土交通省「豪雪地帯及び特別豪雪地帯の指定地域（詳細）」 

https://www.mlit.go.jp/common/001475871.pdf 

出典：内閣府「令和 4年版高齢社会白書（全体版）第 1章第 1節 4 地域別に見た高齢化」 

https://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-2022/html/zenbun/s1_1_4.html 

 

以下に都道府県別の事故発生状況を示します。 
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図 3 都道府県別の事故発生件数 
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